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10月29日校了 11月10日発送 立ち上げDM

※◎＝入場観光、○＝下車観光（施設等へは入場しません）、△＝車窓にての観光です。 ※写真は全てイメージです。 ■最少催行人員：10名様  
■添乗員：中部国際空港から同行いたします。 ■食事回数：朝8・昼7・夕7（船内食含む・機内食除く） ■利用航空会社：フィンエアー（エコノミー
クラス利用） ■利用予定ホテル（一例）：〔ミュンヘン（スーペリアクラス）〕リージェント ※当社基準利用ホテル一覧表内同等クラス又は同等 
クラス以上に変更となる場合がございます。 ※ホテルクラスは当社基準によります。�  【181163-2】

■出発日と旅行代金（おひとり様〈2歳以上〉2名様一室／エコノミークラスご利用の場合）

5 649,000円 739,000円 779,000円 849,000円

おひとり部屋追加代金（相部屋不可） 350,000円 550,000円 650,000円 950,000円

ビジネスクラス追加代金
※当プランはご予約いただいてからリクエスト受付となり、満席によりお受けできない場合がござい
ます。なお、ご回答に１週間程度お待ちいただく場合がございます。当社からの正式な回答をもって
ご予約の成立となります。 ※ビジネスクラスご利用区間は中部国際空港↕ヘルシンキ間となります。 30万円

出発日（2019年）
旅行代金

EN399H 
ハイドンデッキ

EN399S 
シュトラウスデッキ

EN399M 
モーツァルトデッキ

EN399A
アマデウススイート

10月29日校了 11月10日発送 立ち上げDM

リバークルーズで旅するヨーロッパ
ス
マ
ホ
で
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く
ら
く
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セ
ス
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コース
番号

EN399H-113（ハイドン
デッキ ） EN399S-113（シュトラウス

デッキ ）
EN399M-113（モーツァルト

デッキ ） EN399A-113（アマデウス
スイート ）

検 索インターネット
24時間受付中 EN399 阪急

■出発日と旅行代金（おひとり様〈2歳以上〉2名様一室／エコノミークラスご利用の場合）

30 559,000円 649,000円 689,000円 749,000円

おひとり部屋追加代金
（相部屋不可） 300,000円 500,000円 600,000円 850,000円

ビジネスクラス追加代金
※当プランはご予約いただいてからリクエスト受付となり、満席によりお受けできない場合がござい
ます。なお、ご回答に１週間程度お待ちいただく場合がございます。当社からの正式な回答をもって
ご予約の成立となります。 ※ビジネスクラスご利用区間は中部国際空港↕ヘルシンキ間となります。 30万円

出発日（2019年）
旅行代金

EN398H
ハイドンデッキ

EN398S
シュトラウスデッキ

EN398M
モーツァルトデッキ

EN398A
アマデウススイート

日程国名 地　名 ス ケ ジ ュ ー ル 朝昼夕
1
日
本中部国際空港発

チューリッヒ着
11：55：中部国際空港から空路、フィンエアーにてヘルシンキ乗り継ぎ
チューリッヒへ。18：20：到着後、ホテルへ。�〔チューリッヒ（空港）泊〕−

機内
２回

ス
イ
ス2

シャフハウゼン

バ ー ゼ ル

午前：シャフハウゼンへ。ラインの滝観光。その後、レストランにて昼
食をお楽しみください。昼食後、バーゼルへ。

「父なるライン」が歴史の面影を映す夢のクルーズ、ライン川クルーズ
をお楽しみください
17：00：バーゼル出港。� 〔船中泊〕

ホ
テ
ル

レ
ス
ト
ラ
ン

船
内

3
フ
ラ
ン
ス

ストラスブール

9：00：ストラスブール入港。
ライン川を挟んでドイツと接する国境の町世界遺産 ストラスブール
観光（◎大聖堂、○プティットフランス）へご案内。レストランにて
昼食をお楽しみください。昼食後、アルザスワイン街道観光へご案
内。アルザスワインの試飲体験をお楽しみください（注4）。
23：00：ストラスブール出港。� 〔船中泊〕

船
内

レ
ス
ト
ラ
ン

船
内

4

ド
イ
ツ

シュパイヤー

ハイデルベルク

マンハイム

7：00：シュパイヤー入港。
午前：破壊と再建を繰り返した神聖ローマ帝国の象徴世界遺産
◎シュパイヤー大聖堂見学へご案内。その後、ハイデルベルクへ。
レストランにてご昼食をお楽しみください。
昼食後、中世から変わらぬ街並みを巡るハイデルベルク観光（街を
見下ろして建つ◎ハイデルベルク城）。
観光後、マンハイムへ。� 〔船中泊〕

レ
ス
ト
ラ
ン

船
内

5

マンハイム
リューデスハイム

コブレンツ

1：00：マンハイム出港。
7：00：リューデスハイム入港後、リューデスハイム散策をお楽しみ
ください。
12：00：リューデスハイム出港。
15：30：コブレンツ入港後、コブレンツ散策をお楽しみください。�〔船中泊〕

船
内
船
内

6
コブレンツ
コ ッ ヘ ム

6：00：コブレンツ出港。
13：30：コッヘム入港後、コッヘム散策をお楽しみください。
18：00：コッヘム出港。� 〔船中泊〕

船
内
船
内

7 ケ ル ン
7：00：ケルン入港後、ケルン観光（ライン川を見下ろすようにそそり
立つ世界遺産◎ケルン大聖堂（注5））へご案内します。
14：30：ケルン出港。� 〔船中泊〕

レ
ス
ト
ラ
ン

船
内

8
オ
ラ
ン
ダ

ホ ー ル ン
アムステルダム

13：00：ホールン入港後、アムステルダムへ。
14：30：北のベニスと呼ばれる運河と橋の街アムステルダム観光

（◎国立美術館、アムステルダムの玄関口◯中央駅）。
観光後、乗船。� 〔船中泊〕

船
内
船
内

9
アムステルダム
アムステルダム発

早朝：下船。空港へ。
11：45：アムステルダムから空路、フィンエアーにてヘルシンキ乗り
継ぎ中部国際空港へ。� 〔機中泊〕

−機内

10 日本中部国際空港着 9：50：中部国際空港到着後、解散となります。 機
内−−

■旅程

ライン川クルーズをお楽しみください

※◎＝入場観光、○＝下車観光（施設等へは入場しません）、△＝車窓観光です。 ※写真は全てイメージです。 ■最少催行人員：10名様 ■添乗員：
中部国際空港から同行いたします。 ■食事回数：朝8・昼7・夕7（船内食含む・機内食除く） ■利用航空会社：フィンエアー（エコノミークラス利用） 
■利用予定ホテル（一例）：〔チューリッヒ（空港）（スーペリアクラス）〕NHエアポート　※当社基準利用ホテル一覧表内同等クラス又は同等 
クラス以上に変更となる場合がございます。 ※ホテルクラスは当社基準によります。� 【181162-2】

優雅に4ヵ国を巡る父なる
� ライン川クルーズ 10日間

ドイツスイス フランス オランダ

阪急交通社　西 憲二企画担当者より
秋の観光シーズンを迎えるヨーロッパをリバークルーズでゆったりと巡るツアーを
企画いたしました。リバークルーズはヨーロッパでも非常に人気があり、船室の
確保もだんだん厳しくなっておりますが、今回は人気のライン川クルーズ、�
ドナウ川クルーズをご用意いたしました。この機会にぜひ、大切なご家族・ご友人を
お誘いあわせの上、ご参加賜りますよう心よりお待ち申し上げております。
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コース
番号

EN398H-113（ハイドン
デッキ ） EN398S-113（シュトラウス

デッキ ）
EN398M-113（モーツァルト

デッキ ） EN398A-113（アマデウス
スイート ）

検 索インターネット
24時間受付中 EN398 阪急

■旅程
日程国名 地　名 ス ケ ジ ュ ー ル 朝昼夕

1
日
本中部国際空港発

ミュンヘン着
10：30：中部国際空港から空路、フィンエアーにてヘルシンキ乗り継ぎ
ミュンヘンへ。17：50：到着後、ホテルへ。� 〔ミュンヘン泊〕−

機内
２回

ド
イ
ツ

2

ミュンヘン

パ ッ サ ウ

午前：古きバイエルン王国の都ミュンヘン観光（○新市庁舎、○マリエン
広場、◎ノイエピナコテーク）へご案内。観光後、レストランにて昼食を
お楽しみください。昼食後、パッサウへ。パッサウ散策をお楽しみください。

18：00：パッサウ出港。� 〔船中泊〕

ホ
テ
ル

レ
ス
ト
ラ
ン

船
内

3
レーゲンスブルク 9：30：レーゲンスブルク入港後、レーゲンスブルク散策（○旧市庁舎、

○大聖堂、○マクシミリアン通り）へご案内します。
観光後、出港まで自由行動。
20：00：レーゲンスブルク出港。� 〔船中泊〕

船
内

船
内
船
内

4

パ ッ サ ウ
ザルツブルク

リ ン ツ

8：00：パッサウ入港後、ザルツブルクへ。
午前：モーツァルトの生誕地として有名なザルツブルク観光（○ミラ
ベル庭園、○モーツァルトの生家）へご案内。
観光後、レストランにて昼食をお楽しみください。昼食後、リンツへ。
22：00：リンツ出港。� 〔船中泊〕

レ
ス
ト
ラ
ン

船
内

オ
ー
ス
ト
リ
ア

5

エンマースドルフ

ヴァイセンキルヒェン

ウ ィ ー ン

8：00：エンマースドルフ入港。◎メルク修道院へご案内。観光後、
エンマースドルフ出港。
10：30：ヴァイセンキルヒェン入港。
16：00：ヴァイセンキルヒェン出港。世界遺産バッハウ渓谷をクルーズ
でお楽しみください。
21：30：ウィーン入港。� 〔船中泊〕

船
内
船
内

6
ウ ィ ー ン 終日：オーストリア最大の宮殿世界遺産◎シェーンブルン宮殿（グランドツアー

にご案内）（注1）と世界遺産ウィーン歴史地区観光（○シュテファン寺院、 
△王宮、○国立オペラ座）とその後、クラシックコンサートへご案内。�〔船中泊〕

レ
ス
ト
ラ
ン

船
内

7
ウ ィ ー ン
ブラチスラバ

3：00：ウィーン出港。
8：00：ブラチスラバ入港。
スロバキアの首都ブラチスラバ観光（○ブラチスラバ城、○旧市街）へご案内。
22：00：ブラチスラバ出港。� 〔船中泊〕

船
内
船
内ス

ロ
バ
キ
ア

8 ハ
ン
ガ
リ
ー

エステルゴム

センテンドレ

ブダペスト

7：00：エステルゴム入港。
10〜13世紀のアルパード王朝の都エステルゴム観光（○大聖堂、○マー
リア・ヴァレーリア橋）へご案内。観光後、センテンドレへ。バロック、ロココ
様式の建物が並ぶ街センテンドレ観光（○ブラゴヴェシュテンスカ
教会、○丘の上のカトリック教会）へご案内。観光後、ブダペストへ。
レストランにて昼食をお楽しみください。昼食後、大河ドナウ流域で
一番美しいとされる都ブダペスト観光（◎マーチャーシュ教会、○
聖イシュトヴァーン教会、○漁夫の砦）へご案内。� 〔船中泊〕

レ
ス
ト
ラ
ン

船
内

9
ブダペスト
ブダペスト発

早朝：下船後、空港へ。
11：40：ブダペストから空路、フィンエアーにてヘルシンキ乗り継ぎ
帰国の途へ。� 〔機中泊〕

−機内

10 日本中部国際空港着 8：50：中部国際空港到着後、解散となります。 機
内−−

リバークルーズをお楽しみください。

� 美しき中欧と碧きドナウ
リバークルーズの旅 10日間
ドイツ オーストリア スロバキア ハンガリー

�ほとんど揺れを感じることがなく、船酔いの心配がありません
�ほとんどの寄港地が街の中心なので、観光地への移動時間が
かかりません。また、寄港地が街に近いので河畔に停泊
している時は、夜の街をご自由にお散歩頂けます
�ドレスコードフォーマルがないので旅の準備も気軽です
（夕方以降は男性はジャケットの着用をおすすめいたします。）
�乗客定員160人前後の小型船なので、船内の移動も苦痛
になりません

リ
バ
ー
ク
ル
ー
ズ
は

た
く
さ
ん
の
魅
力
で

い
っ
ぱ
い
で
す

リューデスハイム ドイツ／Germany

シュパイヤー大聖堂
ドイツ／Germany

バッハウ渓谷オーストリア／Austria

メルク修道院オーストリア／Austria

ケルン大聖堂ドイツ／Germany

アムステルダムオランダ／Netherlands パッサウ ドイツ／
Germany

ミラベル庭園オーストリア／Austria

センテンドレ
ハンガリー／Hungary

シェーンブルン宮殿オーストリア／Austria

ストラスブール
フランス／France

（注1）

（注6）

■旅行代金（ハイドンデッキ／おひとり様〈2歳以上〉2名様一室／エコノミークラスご利用の場合）

559,000円
※燃油サーチャージ35,300円(2018年10月29日現在の目安)、国内空港施設使用料、海外空港
諸税、航空保険特別料金、滞在税、船内チップ及び国際観光旅客税が別途必要となります。

2019年10月30日出発限定
■旅行代金（ハイドンデッキ／おひとり様〈2歳以上〉2名様一室／エコノミークラスご利用の場合）

649,000円
※燃油サーチャージ35,300円(2018年10月29日現在の目安)、国内空港施設使用料、海外空港
諸税、航空保険特別料金、滞在税、船内チップ及び国際観光旅客税が別途必要となります。

2019年9月5日出発限定ハイデルベルク
ドイツ／Germany

※世界遺産はその一部のみの観光となる場合がございます。 ※空港でのポーターサービス（手荷物運搬料）は含まれておりません。 ※教会・カテドラル・寺院・修道院等は、宗教行事などの現地事情によって、急遽閉館となる場合がございます。 ※ホテルの
宿泊規則によって、未成年者の単独および未成年者のみの一室利用はお受けできない場合があります。 ※1泊目の宿泊ホテルはシャワーのみのお部屋やダブルベッドとなる場合がございます。 ※キャビンタイプが変更不可の可能性がございますので 
予めご了承ください。 ※船会社の運航スケジュールによって、別のクルーズ船に変更になる可能性がございます。 ※運航スケジュールは急遽変更となる可能性がございます。 ※3名様一室利用はご利用できません。その場合は2名部屋と1名部屋に分かれ
ていただき、別途おひとり部屋追加代金が必要となります。  （注1）現在シェーンブルン宮殿では修復工事が行われており、その間は完全な形でご見学頂くことができない場合がございますので、予めご了承下さい。 （注2）壁面上方に開閉不可の窓がある
お部屋です。窓はありますが開閉はできません。窓は頭上、天井付近に位置し、光は差し込みますが景色を十分にご覧いただけません。 （注3）ボタン1つで窓の上半分が開くドロップダウンパノラミックウィンドウは窓を開ければまるで屋外バルコニーの 
雰囲気を味わえます。（外に出ることはできません） （注4）未成年の方は飲酒できません。 （注5）ケルン大聖堂は修復工事の為、一部足場などで覆われている場合がございます。 （注6）「くさり橋」は修復工事の為、完全な形でご覧いただけない場合がございます。

2コース
共通 ※当コースの取消料に

つきましてはお問い
合わせ下さい。

■ 就航年：〈アマデウス・シルバーⅡ〉2015年　■ 総トン数：2,700トン
■ 全長：135ｍ　■ 全幅：11.4ｍ　■ 乗客定員：168人

船内設備 パノラマレストラン、パノラマバー&ラウンジ、カフェ、リバーテラス、24時間無料のコーヒー・紅茶ステー�
ション（アマデウスクラブのみ）、サンデッキ、フィットネスルーム、美容室（有料）、ショップ、エレベーター、WiFi（有料）

船内設備 パノラマレストラン、パノラマバー＆ラウンジ、リバーテラス、24時間無料の�
コーヒー・紅茶ステーション（アマデウスクラブのみ）、サンデッキ、フィットネスルーム、
インドアプール、美容室（有料）、ショップ、エレベーター、WiFi（有料）

船内通貨 ユーロ。船内で両替不可。 ドレスコード ドレスコードの規定はありません。カジュ
アルな服装でお過ごし下さい。ただし、夕方以降は男性はジャケットの着用をおすすめいたします。

船内通貨 ユーロ。船内で両替不可。 ドレスコード ドレスコードの規定はありません。カジュアル
な服装でお過ごし下さい。ただし、夕方以降は男性はジャケットの着用をおすすめいたします。

SHIP DATA ■ 就航年：〈アマデウス・クイーン〉2018年　■ 総トン数：2,710トン
■ 全長：135ｍ　■ 全幅：11.4ｍ　■ 乗客定員：162人SHIP DATA

レストラン

ご夕食は洋食のコース料理

約17.5㎡／ドロップダウンパノラミックウィンドウ・シャワー付 約26.4㎡／バルコニー・シャワー付
客室一例 ⓒLüftner Cruises 客室一例 客室一例

約16㎡／小窓（開閉不可）付・シャワー付

アマデウススイート
シュトラウスデッキ
モーツァルトデッキ　（注3）ハイドンデッキ　（注2）

「両岸に広がる景色を楽しむ」
かつてヨーロッパは、輸送の大動脈であった河川に
沿って街が繁栄しました。リバークルーズでは、この
歴史ある街の風景や自然の絶景などをお部屋の窓か
らお楽しみ頂けます。癒しの時間をお過ごしください。

「一味違うリバークルーズの旅」
ヨーロッパ内陸部の各地を気軽にめぐることができる
リバークルーズ。こじんまりした客船ですが、乗客定員
が少ないからこそ可能となるきめ細やかなサービス
を受けられるのも、魅力のひとつです。

「快適な船内でのんびり過ごす」
乗船中のお食事、食後のコーヒー・紅茶、夕食時の
ワインの代金は含まれておりますので、お支払い
手続きを気にすることなくのんびりお過ごし�
頂けます。

◀360度のパノラマビューが�
楽しめる屋上デッキ。ゆったりと
進む景色を眺めることができます。

▲24時間無料で利用できるコーヒー・
紅茶ステーションもございます。

◀大きな窓が
一面に並び、
景色を楽しむ、
優雅なひとと
きをお過ごし�
いただけます。

※船内施設の写真は全てアマデウス・
シルバーⅡのものです。予めご
了承下さい。 ※モーツァルト
デッキとシュトラウスデッキ
の違いは階層のみとなります。

客室設備 ツイン又はダブルベッド、テレビ、ウォークインクローゼット、
エアコン、洗面台、シャワー、シャンプー、コンディショナー、シャワージェル、
石けん、トイレ、ヘアドライヤー、電話、金庫、スリッパ、冷蔵庫（ハイドン�
デッキを除く）、バスローブ（アマデウススイートのみ）

サンデッキ
（屋上）

約17.5㎡／ドロップダウンパノラミックウィンドウ・シャワー付 約26.4㎡／バルコニー・シャワー付
客室一例 ⓒLüftner Cruises 客室一例 ⓒLüftner Cruises 客室一例 ⓒLüftner Cruises

約16㎡／小窓（開閉不可）付・シャワー付

アマデウススイート
シュトラウスデッキ
モーツァルトデッキ　（注3）ハイドンデッキ　（注2）

ドナウ川を行く
「アマデウス・クイーン」

船体

ドイツ・スイスへご旅行のお客様へ：ドイツ・スイスにて宿泊する旅行者を対象に、宿泊都市ごとに滞在税の支払いが義務付けられました。これは、各都市から宿泊ホテルを通じて
個々のお客様へ請求され、おひとり様１泊あたり1.5〜5ユーロ、2.5〜4スイスフランをお支払い頂くことになります。お支払いにつきましては、現地にてお支払いいただきます。
予めご了承くださいますようお願い申し上げます。尚、金額については変更となる場合がございます。対象都市につきましては最終旅行日程表にてご案内させていただきます。

日時：12月12日（水）／時間：10：00〜11：30
場所：東進名駅ビル5階 説明会会場ヨーロッパ大相談会 ※詳しくは

説明会案内を
ご確認ください。

電圧・コンセント 230V/Cタイプ 変圧器と変換プラグはご自身でお持ち下さい。

2018年
4月に
就航した
新型船

アマデウスクラブ ⓒLüftner Cruises

オーストリア発祥ヨーロッパのリバークルーズ会社としては最も歴史ある会社

ルフトナー・クルーズで優雅な船旅
ライン川を行く
「アマデウス・シルバーⅡ」

船体 ⓒLüftner Cruises

（注5）
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